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A = （属性数の合計がKのとき）分類可能な属性パターンの総数。 
B = （属性数の合計がKのとき）分析対象となっている項目によって分類可能な属性パターンの総数。 






3:(1,0,1), 4:(0,1,1), 5:(1,0,0), 6:(0,1,0), 7:(0,0,1), 8:(0,0,0) 
シミュレーションの概要・結果 
属性数を3,4，選択肢数を2,3,4，項目数を6から15，受験者数は1000とした。各組み合わせにおいて，Qmatrixを50個ランダムに作成して
，分析を行った。推定精度（真のαのcorrect recovery rate）とCP Index，B，項目数，選択肢数との相関を求めたところ，CP Indexとの相関
が最も大きかった。CP Indexはデータがなくとも計算可能なので，この指標の値を推定精度の事前の目安とすることが可能であり，認知
診断テストを構成するときに役立つ指標であるといえる。 
